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                主論文の要約  
Effect of 3 years of treatment with a dorzolamide/timolol (1%/0.5%) 
combination on intraocular pressure  
(1％ドルゾラミド /0.5％チモロール配合剤での眼圧に対する 3 年間治療の効
果) 
                   東京女子医科大学眼科学教室  
                        (主任 : 飯田知弘教授)   
                              武田  桜子 
Clinical Ophthalmology 2014,8 :1773-1782 に掲載  
【目的】  
緑内障に対する 1％ドルゾラミド /0.5％チモロール配合剤（ DTFC）の眼圧下降




象とした。DTFC にそれぞれ切り替えし、眼圧を 4-6 週毎に 3 年間測定した。  
【結果】  
切り替え前 14.1±2.9mmHg だった眼圧は、切り替え 3 ヶ月後 12.2±2.2mmHg、6
ヶ月後 11.8±2.4mmHg、12 ヶ月後 12.1±2.5mmHg、24 ヶ月後 11.6±1.8、36 ヶ
月後 12.1±2.7mmHg と全ての期間で有意に下降した（全て p<0.05）。  
平均眼圧下降率は切り替え 3 ヶ月後 12.0±13.0％、6 ヶ月後 14.5±14.2％、12
ヶ月後 12.2±18.7％、24 ヶ月後 16.0±12.8％、36 ヶ月後 12.8±15.2％だった。
カプラン・マイヤー法により、切替前の眼圧より 10％以上の眼圧上昇を眼圧コ
ントロール不良と定義すると、眼圧コントロール成功率は 3 か月後 94.7%、6













替え後眼圧下降が 2mmHg 得られたということは、十分に効果が高いといえる。  
【結論】  
DTFC により 3 年という長期にわたる有意な眼圧下降が得られ、合併症も認めら
れなかった。有効かつ安全な薬剤であり、今後の緑内障治療に役立つと考えら
れる。  
 
